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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のブルズアイ表示において、第１の複数のデータスライスを含む第１の画像データ
に表された対象の第１の定量分析の結果を視覚化し、第２のブルズアイ表示において、第
２の複数のデータスライスを含む第２の画像データに表された前記対象の第２の定量分析
の結果を視覚化するシステムであって：
　前記第１の複数のデータスライスのうち１つのデータスライスを前記第１のブルズアイ
表示の同心円に関連づけるスライスユニット；
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算する半径ユニット；及び、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、前
記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライスに基づき計算する
値ユニット；
を含み、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第１の複
数のデータスライスのうち、前記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ
ータスライスの位置に基づき定められ、
　前記スライスユニットが、前記第２の複数のデータスライスのうちの１つのデータスラ
イスを前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけるよう適応され；
　前記半径ユニットが、前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算するよう
適応され；
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　前記値ユニットが、前記第２のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なく
とも１つの値を、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライ
スに基づき計算するよう適応され；
　前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第２の複
数のデータスライスのうち、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ
ータスライスの位置に基づき定められる、システム。
【請求項２】
　前記同心円に関連づけられた前記データスライスはデータセクターを含み、前記スライ
スユニットは、前記同心円のリングセクターに前記データスライスの前記データセクター
を関連づけるためのスライスセクターユニットをさらに含み、前記値ユニットは、前記同
心円のリングセクターに関連づけられた前記データセクターに基づき、前記同心円のリン
グセクターにおいて表示するための少なくとも１つの値を計算するためのセクター値ユニ
ットを含み、前記同心円に対する前記リングセクターの位置は、前記対象に対する、前記
リングセクターに関連づけられた前記データセクターの位置に基づき定められる、請求項
１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第１のブルズアイ表示が、スライス間のギャップに一致する同心円のギャップを含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第１のブルズアイ表示の前記同心円のギャップにおいて表示するための少なくとも
１つの値を、前記第１の複数のデータスライスのうち、前記リングギャップに隣接する同
心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算するための近似ユニットをさらに含む
、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１のブルズアイ表示の同心円のギャップにおいて表示するための少なくとも１つ
の値は、前記リングギャップに隣接する同心円において表示するための値に基づき計算さ
れ、該値は、前記第１の複数のデータスライスのうち、前記ギャップに隣接する前記同心
円に関連づけられたデータスライスに基づき計算される、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の幅は、前記第１の複数のデータスライスの前記デ
ータスライスの厚さに基づき計算される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さ、及び、前記第２のブルズアイ表示の
同心円の半径の長さは、それぞれ、前記第１の複数のデータスライスの前記データスライ
ス、及び、前記第２の複数のデータスライスの前記データスライスから、前記対象の特定
の特徴までの距離に基づき計算される、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　第１の指示器を使用して、前記第１のブルズアイ表示において第１の位置を指示し、第
２の指示器を使用して、前記第２のブルズアイ表示において第２の位置を指示するユーザ
ー入力を受けるための指示入力ユニット；及び、
　前記ユーザー入力に基づき、前記第１の指示器を使用して、前記第１のブルズアイ表示
において前記第１の位置を指示し、前記第２の指示器を使用して、前記第２のブルズアイ
表示において前記第２の位置を指示するための指示ユニット；
をさらに含み、前記第１の位置及び前記第２の位置は、それぞれ、第１及び第２のブルズ
アイ表示に対して実質的に同じである、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第１の位置を含む第１の円を、前記第１の円に関連づけられた第１のデータスライ
スに基づき決定する、及び、前記第２の位置を含む第２の円を、前記第２の円に関連づけ
られた第２のデータスライスに基づき決定するためのスライス決定ユニットをさらに含む
、請求項８に記載のシステム。
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【請求項１０】
　前記第１のブルズアイ表示において前記第１の位置を指示する前記ユーザー入力は、前
記第１の複数のデータスライスの特定のデータスライスにおいて特定の位置を含む、請求
項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　請求項１に記載のシステムを含む、画像取得装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載のシステムを含む、ワークステーション。
【請求項１３】
　第１のブルズアイ表示において、第１の複数のデータスライスを含む第１の画像データ
に表された対象の第１の定量分析の結果を視覚化し、第２のブルズアイ表示において、第
２の複数のデータスライスを含む第２の画像データに表された前記対象の第２の定量分析
の結果を視覚化する方法であって：
　前記第１の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを前記第１のブルズア
イ表示の同心円に関連づけるスライス段階；
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算する半径段階；及び、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、前
記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライスに基づき計算する
値段階；
を含み、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第１の複
数のデータスライスのうち、前記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ
ータスライスの位置に基づき定められ、
　前記スライス段階が、前記第２の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライス
を前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけることを含み；
　前記半径段階が、前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算することを含
み；
　前記値段階が、前記第２のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも
１つの値を、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライスに
基づき計算することを含み；
　前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第２の複
数のデータスライスのうち、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ
ータスライスの位置に基づき定められる、方法。
【請求項１４】
　コンピュータ装置によってロードされるコンピュータプログラムであって、当該コンピ
ュータプログラムは、第１のブルズアイ表示において、第１の複数のデータスライスを含
む第１の画像データにおいて表された対象の第１の定量分析の結果を視覚化し、第２のブ
ルズアイ表示において、第２の複数のデータスライスを含む第２の画像データに表された
前記対象の第２の定量分析の結果を視覚化するための指示を含み、前記コンピュータ装置
は、処理ユニット及びメモリを含み、当該コンピュータプログラムは、ロードされた後、
前記処理ユニットに、：
　前記第１の複数のデータスライスのうち１つのデータスライスを、前記第１のブルズア
イ表示の同心円に関連づけるタスク；
　前記第１のブルズアイの表示の同心円の半径の長さを計算するタスク；及び、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、前
記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライスに基づき計算する
タスク；
を実行させ、
　前記第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第１の複
数のデータスライスのうち、前記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ



(4) JP 5651600 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

ータスライスの位置に基づき定められ、当該コンピュータプログラムは、前記処理ユニッ
トに、
　前記第２の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを前記第２のブルズア
イ表示の同心円に関連づけるタスク；
　前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算するタスク；及び
　前記第２のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、前
記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記データスライスに基づき計算する
タスク；
をさらに実行させ、
　前記第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、前記対象に対する、前記第２の複
数のデータスライスのうち、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられた前記デ
ータスライスの位置に基づき定められる、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブルズアイ表示における定量分析結果の視覚化に関し、特に、心臓の定量分
析結果の視覚化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　心臓画像を利用して、局所的な心筋の機能、灌流、及び、生存能を決定することができ
る。現今、そのような画像は、磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、コンピュータ断層撮影法（Ｃ
Ｔ）、超音波（ＵＳ）、及び、核医学（ＰＥＴ／ＳＰＥＣＴ）等、種々の様式を使用して
得ることができる。機能、灌流、及び、生存能に対する画像は、１つの様式（ＭＲＩ）を
使用して、又は、例えばＰＥＴ／ＣＴ等のハイブリッド画像を使用して得ることができる
。
【０００３】
　取得後、画像は独立して分析され、心筋の種々の位置で行われる多くの測定をもたらす
。壁の動きの異常を定量化するために機能画像が使用され、灌流不足を定量化するために
灌流画像が使用され、心筋の瘢痕を定量化するために生存能画像が使用される。
【０００４】
　これらの測定によって、いわゆるブルズアイ表示に通常表示される定量データが生じ、
ブルズアイ表示では、測定値は色分けされ、長軸に垂直な平面上に投影される。
【０００５】
　現在の心臓分析ソフトウェアパッケージはブルズアイ表示を生じ、ブルズアイ表示の各
円は、取得された多量の画像における特定のスライスに対応する。総合の心臓検査が行わ
れる場合、ブルズアイ表示は、各走査から得られた（局所）測定に基づき作製される。こ
れらのブルズアイ表示は、次に、総合報告書に含められる。ブルズアイ表示に表示するこ
とができる機能測定は：拡張終期の壁厚、収縮終期の壁厚、壁肥厚（絶対及び相対両方）
、壁運動、最大収縮の時間、最大壁厚等である。ブルズアイ表示に表示することができる
灌流関連の測定は、ピーク強度の時間、最大勾配の時間、安静／緊張の勾配比等を含む。
ブルズアイ表示に表示することができる生存能関連の測定は：生存可能な組織のパーセン
テージ、生存可能な組織の厚さ、貫壁性指標等である。
【０００６】
　残念ながら、現在の走査手順は、同じ解像度での機能、灌流、及び、生存能の画像を取
得することをまだ可能にしていない。その結果、取得された画像の積み重ねは、スライス
の厚さ、スライスの間隔、及び、スライスの数に対して異なる。従って、引き出されたブ
ルズアイ表示は、機能、灌流、及び、生存能のブルズアイ表示に含まれた補足情報を比較
するのが困難になるように、任意に分布された異なる数の円から成る。これは、（ａ）厚
さ８ｍｍの１０～１５の連続したスライスを有する機能画像データ、（ｂ）厚さ２０ｍｍ
及びギャップ１０ｍｍの３つのスライスの灌流画像、及び、（ｃ）厚さ６ｍｍの１５～２
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０のスライスの生存能画像を含む総合心臓ＭＲ検査から得られたブルズアイ表示を示した
図１Ａにおいて例示されている。図１Ａにおけるブルズアイ表示は、実質的に同じサイズ
のものであるよう調整されている。
【０００７】
　心臓の断層撮影に対する標準化された心筋の区分は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｈｅａｒｔ　
Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＡＨＡ）によって提案されてきた。ＡＨＡの提案は、（ｈｔｔ
ｐ：／／ｃｉｒｃ．ａｈａｊｏｕｒｎａｌｓ．ｏｒｇ／ｃｇｉ／ｃｏｎｔｅｎｔ／ｓｈｏ
ｒｔ／１０５／４／５３９にてオンラインで入手可能な）ＡＨＡ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
　Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ：Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚｅｄ　Ｍｙｏｃａｒｄｉａｌ　Ｓｅｇｍｅ
ｎｔａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｉｃ
　Ｉｍａｇｉｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｈｅａｒｔ，Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ　２００２；１
０５：５３９－５４２に記載されている。図１Ｂは、ＡＨＡモデルに従った（ａ）左心室
のブルズアイ表示のセクター、及び、（ｂ）対応する心筋のスライス及びセクターを概略
的に示している。ＡＨＡは、心臓の長軸に垂直な等しい三等分に左心室を分割して、左心
室の３つのスライス：すなわち、セクター１から６を含む円形の基底のスライス１、セク
ター７から１２を含む中間腔のスライス２、及び、セクター１２から１６を含む頂上の短
軸のスライス３を生じることを推奨している。最後のセクターである頂点１７は、垂直の
長軸スライス４で示されている。スライスの厚さは、様式特異的解像度及び臨床的関連性
に基づき選択されるべきであり、１ｃｍ未満であるべきである。ＡＨＡの分割は、異なる
心臓検査定量分析の比較を可能にするけれども、提案された視覚化は、前記３つのスライ
スに含まれていない多量のデータを無視することが多くある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　第１のブルズアイ表示における第１の画像データに含まれた構造体の定量分析結果の視
覚化を改善するシステムであって、第１のブルズアイ表示は、第２の画像データに記載さ
れた同じ構造体の定量分析結果を視覚化する第２のブルズアイ表示と容易に比較すること
ができるシステムを有することが有利である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、独立請求項によって定められる。有利な実施形態が、従属請求項において定
められている。
【００１０】
　従って、一態様において、本発明は、第１の複数のデータスライスを含む第１の画像デ
ータに表された対象の第１の定量分析の結果を第１のブルズアイ表示において視覚化する
システムであって：
　第１の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを第１のブルズアイ表示の
同心円に関連づけるスライスユニット；
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算する半径ユニット；及び、
　第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、第１の
ブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算する値ユニット；
を含み、
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第１の複数のデータス
ライスのうち、第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に
基づき定められるシステムを提供する。
【００１１】
　半径は、例えば、円の外半径又は内半径であり得る。第１のブルズアイ表示の同心円の
半径の、対象に対する、前記第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられるデータスラ
イスの位置に対する依存は、対象の形状に基づき、第１のブルズアイ表示に対する目標と
する骨組みを定める。従って、第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さも、対象に対
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する、前記第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に基づ
き定められる場合に、第１のブルズアイ表示において視覚化される対象の第１の定量分析
の結果は、第２のブルズアイ表示において視覚化される第２の画像データに表された同じ
対象の第２の定量分析の結果とより容易に比較することができる。これは、第１の複数の
データスライスのうち、対象に対して特定の位置での１つのスライスに関連づけられた同
心円の半径の長さが、第２の複数のデータスライスのうち、対象に対して類似の位置での
１つのスライスに関連づけられた同心円の半径の長さに類似するためである。
【００１２】
　当該システムの一実施形態において、同心円に関連づけられたデータスライスはデータ
セクターを含み、スライスユニットは、同心円のリングセクターにデータスライスのデー
タセクターを関連づけるためのスライスセクターユニットをさらに含み、値ユニットは、
同心円のリングセクターに関連づけられたデータセクターに基づき、同心円のリングセク
ターにおいて表示するための少なくとも１つの値を計算するためのセクター値ユニットを
含み、同心円に対するリングセクターの位置は、対象に対する、リングセクターに関連づ
けられたデータセクターの位置に基づき定められる。より小さなセクターを選ぶことによ
って、第１のブルズアイ表示の解像度を上げることが可能である。各セクターの位置は、
対象に対する相当するデータセクターの位置に基づいているため、第１のブルズアイ表示
に対する目標となる骨組みは、より詳細な対象の形状に基づいている。
【００１３】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示は、スライス間のギャップ
に一致する同心円のギャップを含む。これは、第１の画像データが乏しく、例えば、第１
の複数のデータスライスのデータスライス間のギャップを含む場合に必要であり得る。リ
ングギャップは、データスライス間のギャップに一致する。
【００１４】
　一実施形態において、当該システムは、第１のブルズアイ表示の同心円のギャップにお
いて表示するための少なくとも１つの値を、第１の複数のデータスライスのうち、リング
ギャップに隣接する同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算するための近似
ユニットをさらに含む。例えば、当該システムは、第１の画像データの欠けているデータ
スライスを補間するよう適応させることができる。リングギャップにおける値は、補間さ
れたデータスライスに基づき計算することができる。
【００１５】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示の同心円のギャップにおい
て表示するための少なくとも１つの値は、リングギャップに隣接する同心円において表示
するための値に基づき計算され、該値は、第１の複数のデータスライスのうち、ギャップ
に隣接する同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算される。例えば、ブルズ
アイ表示の値の放射（ｒａｄｉａｌ）補間（１次元）又は極（ｐｏｌａｒ）補間（２次元
）を使用して、当該システムは、リングギャップにおいて表示するための値を計算するよ
う適応させることができる。
【００１６】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、
第１の複数のデータスライスのうち、同心円に関連づけられたデータスライスと、対象の
特定の特徴との距離に基づき計算される。前記距離は、スライスの上面と対象の点特性と
の距離として定義することができる。
【００１７】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示の同心円の幅は、第１の複
数のデータスライスのうち１つのデータスライスの厚さに基づき計算される。
【００１８】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示は実質的に滑らかで、すな
わち、ブルズアイの表示において視覚化可能であるスライスの境界線に一致するリングの
端は実質的に存在しない。これは、例えば第１の複数のデータスライスが多数の薄いデー
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タスライスを含む場合に、又は、補間を使用して、達成することができる。
【００１９】
　一実施形態において、当該システムは、第２のブルズアイ表示において、第２の複数の
データスライスを含む第２の画像データの第２の定量分析の結果を視覚化するようさらに
適応される。この実施形態では：
　スライスユニットが、第２の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを第
２のブルズアイ表示の同心円に関連づけるよう適応され；
　半径ユニットが、第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算するよう適応され
；
　値ユニットが、第２のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つ
の値を、第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算す
るよう適用され；
　第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第２の複数のデータス
ライスのうち、第２のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に
基づき定められる。
【００２０】
　例えば、それぞれ、機能及び灌流分析の結果を示す第１及び第２のブルズアイ表示は、
医師による容易な目視検査のために、互いに隣り合わせて表示することができる。
【００２１】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さ、及
び、第２のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、それぞれ、第１の複数のデータスラ
イスのうちの１つのデータスライス、及び、第２の複数のデータスライスのうちの１つの
データスライスから、対象の特定の特徴までの距離に基づき計算される。
【００２２】
　一実施形態において、当該システムは：
　第１の指示器を使用して、第１のブルズアイ表示において第１の位置を指示し、第２の
指示器を使用して、第２のブルズアイ表示において第２の位置を指示するユーザー入力を
受けるための指示入力ユニット；及び、
　ユーザー入力に基づき、第１の指示器を使用して、第１のブルズアイ表示において第１
の位置を指示し、第２の指示器を使用して、第２のブルズアイ表示において第２の位置を
指示するための指示ユニット；
をさらに含み、第１及び第２の位置は、それぞれ、第１及び第２のブルズアイ表示に対し
て実質的に同じである。
【００２３】
　このように、指示された第１及び第２の位置は、第１及び第２の画像データにおける同
じ位置に実質的に相当する。第１及び第２のブルズアイ表示は、ディスプレイ上に表示さ
れる。指示器は、第１及び第２の定量分析の結果を使用者が比較するのに寄与する。
【００２４】
　一実施形態において、当該システムは、第１の位置を含む第１の円を、第１の円に関連
づけられた第１のデータスライスに基づき決定する、及び、第２の位置を含む第２の円を
、第２の円に関連づけられた第２のデータスライスに基づき決定するためのスライス決定
ユニットをさらに含む。従って、第１及び第２の円の比較が可能である。任意選択で、対
応する第１及び第２のデータスライスも、対応するブルズアイ表示の隣に表示することが
できる。
【００２５】
　当該システムの一実施形態において、第１のブルズアイ表示において第１の位置を示す
ユーザー入力は、第１の複数のデータスライスの特定のデータスライスにおいて特定の位
置を含む。この実施形態では、使用者は、第１の複数のデータスライスを通過することが
できる。当該システムは、目視するために使用者によって選択されたスライスを表示する
よう適応される。使用者は、表示されたスライスを目視し、特定のスライスにおける特定
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の位置を選択することができる。この特定の位置は、第１の指示器を使用して、第１のブ
ルズアイ表示の特定のスライスに関連付けられた円において、指示ユニットによって示さ
れる。
【００２６】
　本発明のさらなる態様において、当該システムは、レポートを作成するためのレポート
システムに含まれる。
【００２７】
　本発明のさらなる態様において、当該システムは、画像取得装置に含まれる。
【００２８】
　本発明のさらなる態様において、当該システムは、ワークステーションに含まれる。
【００２９】
　さらなる態様において、本発明は、第１のブルズアイ表示において、第１の複数のデー
タスライスを含む第１の画像データに表された対象の第１の定量分析の結果を視覚化する
方法であって：
　第１の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを第１のブルズアイ表示の
同心円に関連づけるスライス段階；
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算する半径段階；及び、
　第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、第１の
ブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算する値段階；
を含み、
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第１の複数のデータス
ライスのうち、第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に
基づき定められる。
【００３０】
　本発明のさらなる態様において、コンピュータ装置によってロードされることになるコ
ンピュータプログラムが提供され、該コンピュータプログラムは、第１のブルズアイ表示
において、第１の複数のデータスライスを含む第１の画像データにおいて表された対象の
第１の定量分析の結果を視覚化するための指示を含み、コンピュータ装置は、処理ユニッ
ト及びメモリを含み、コンピュータプログラムは、ロードされた後、前記処理ユニットに
、以下のタスク：
　第１の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを、第１のブルズアイ表示
の同心円に関連付けるタスク；
　第１のブルズアイの表示の同心円の半径の長さを計算するタスク；及び、
　第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、第１の
ブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算するタスク；
を実行する能力を提供し、
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第１の複数のデータス
ライスのうち、第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に
基づき定められる。
【００３１】
　本発明における上記の実施形態、実行、及び／又は、態様のうち２つ以上を、有用であ
ると考えられるいかなる方法においても組み合わせることができるということを、当業者
は正しく理解するはずである。
【００３２】
　記述した当該システムの修正及び変更に一致する、レポートシステム、画像取得装置、
ワークステーション、方法、及び／又は、コンピュータプログラムの修正及び変更は、本
明細書に基づき当業者によって実行することができる。
【００３３】
　当該方法は、例えば、それだけに限られないが、標準的なＸ線画像化、コンピュータ断
層撮影法（ＣＴ）、磁気共鳴映像法（ＭＲＩ）、超音波（ＵＳ）、陽電子放射断層撮影法
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（ＰＥＴ）、単一光子放射型コンピュータ断層撮影法（ＳＰＥＣＴ）、及び、核医学（Ｎ
Ｍ）等、種々の取得様式によって取得された、３次元又は４次元の画像等の多次元の画像
データに適用することができるということを当業者は正しく理解するはずである。
【００３４】
　本発明の前記及び他の態様が、以下に記載の実行及び実施形態から付随の図面を参考に
して明らかになり、以下に記載の実行及び実施形態に関して付随の図面を参考にして説明
される。
【００３５】
　同じ参照番号が、図面を通して類似の部分を示すよう使用される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１Ａ】機能、灌流、及び、生存能の走査に対する、例示的な先行技術のブルズアイ表
示を示している。
【図１Ｂ】ＡＨＡモデルに従って、左心室のブルズアイ表示セクター、並びに、対応する
心筋のスライス及びセクターを概略的に示している。
【図２】当該システムの例示的な実施形態のブロック図を概略的に示している。
【図３】本発明による、機能、灌流、及び、生存能の走査に基づく例示的なブルズアイ表
示を示している。
【図４】指示された位置をそれぞれ示した例示的なブルズアイ表示、及び、指示された位
置を含む円に関連づけられたデータスライスからコンピュータ処理された例示的な画像を
示している。
【図５】指示された円をそれぞれ示した例示的なブルズアイ表示、及び、指示された円に
関連づけられたデータスライスからコンピュータ処理された例示的な画像を示している。
【図６】レポートシステムの例示的な実施形態を概略的に示している。
【図７】当該方法の例示的な実行の流れ図を示している。
【図８】画像取得装置の例示的な実施形態を概略的に示している。
【図９】ワークステーションの例示的な実施形態を概略的に示している。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図２は、第１の複数のデータスライスを含む第１の画像データに表された対象の第１の
定量分析の結果を第１のブルズアイ表示において視覚化するシステム２００の例示的な実
施形態のブロック図を概略的に示し、システム２００は：
　第１の複数のデータスライスのうちの１つのデータスライスを第１のブルズアイ表示の
同心円に関連づけるスライスユニット２１０；
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さを計算する半径ユニット２１５；及び、
　第１のブルズアイ表示の同心円において表示するための少なくとも１つの値を、第１の
ブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき計算する値ユニット２
２０；
を含み、
　第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第１の複数のデータス
ライスのうち、第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に
基づき定められる。
【００３８】
　システム２００の例示的な実施形態において、
　スライスユニット２１０は、同心円のリングセクターにデータスライスのデータセクタ
ーを関連づけるためのスライスセクターユニット２１２をさらに含み、
　値ユニット２２０は、同心円のリングセクターに関連づけられたデータセクターに基づ
き、同心円のリングセクターにおいて表示するための少なくとも１つの値を計算するため
のセクター値ユニット２２２を含み、
　同心円に関するリングセクターの位置は、対象に対する、リングセクターに関連づけら
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れたデータセクターの位置に基づき定められる。
【００３９】
　システム２００の例示的な実施形態は、以下のユニット：
　第１のブルズアイ表示の同心円のギャップにおいて表示するための少なくとも１つの値
を、第１の複数のデータスライスのうち、リングギャップに隣接する同心円に関連づけら
れたデータスライスに基づき計算するための近似ユニット２３０；
　第１の位置を含む第１の円を、第１の円に関連づけられた第１のデータスライスに基づ
き決定する、及び、第２の位置を含む第２の円を、第２の円に関連づけられた第２のデー
タスライスに基づき決定するためのスライス決定ユニット２４０；
　システム２００における作業の流れを制御するための制御ユニット２６０；
　システム２００の使用者と通信するためのユーザーインターフェース２６５；
　データを記憶するためのメモリユニット２７０；
をさらに含む。
【００４０】
　システム２００の一実施形態において、受信データに対して３つの入力コネクタ２８１
、２８２、及び、２８３が存在する。第１の入力コネクタ２８１は、それだけに限定され
ないが、ハードディスク、磁気テープ、フラッシュメモリ、又は、光ディスク等のデータ
記憶手段から届くデータを受けるよう配置されている。第２の入力コネクタ２８２は、そ
れだけに限定されないが、マウス又はタッチスクリーン等のユーザー入力装置から届くデ
ータを受けるよう配置されている。第３の入力コネクタ２８３は、キーボード等のユーザ
ー入力装置から届くデータを受けるよう配置されている。入力コネクタ２８１、２８２、
及び、２８３は、入力制御ユニット２８０に接続される。
【００４１】
　システム２００の一実施形態において、発信データに対して２つの出力コネクタ２９１
及び２９２が存在する。第１の出力コネクタ２９１は、ハードディスク、磁気テープ、フ
ラッシュメモリ、又は、光ディスク等のデータ記憶手段にデータを出力するよう配置され
ている。第２の出力コネクタ２９２は、表示装置にデータを出力するよう配置されている
。出力コネクタ２９１及び２９２は、出力制御ユニット２９０を介してそれぞれのデータ
を受ける。
【００４２】
　システム２００の入力装置を入力コネクタ２８１、２８２、及び、２８３に、且つ、出
力装置を出力コネクタ２９１及び２９２に接続する方法が多くあると当業者は理解するは
ずである。これらの方法は、それだけに限定されないが、有線及び無線接続、それだけに
限定されないが、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）及びワイドエリアネットワーク
（ＷＡＮ）等のディジタルネットワーク、インターネット、ディジタル電話網、並びに、
アナログ電話網を含む。
【００４３】
　システム２００の一実施形態において、システム２００は、メモリユニット２７０を含
む。システム２００は、入力コネクタ２８１、２８２、及び、２８３のうちいずれを介し
ても外部装置から入力データを受けるよう、並びに、受信した入力データをメモリユニッ
ト２７０に記憶するよう配置される。入力データをメモリユニット２７０内にロードする
ことは、システム２００のユニットによる関連するデータ部分への迅速なアクセスを可能
にする。入力データは、例えば、第１の画像データを含み得る。任意選択で、入力データ
は、データセクター、ブルズアイ表示のリングセクター、及び、前記ブルズアイ表示のリ
ングセクターと構造セクターとの一致の定義をさらに含み得る。メモリユニット２７０は
、それだけに限らないが、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）チップ、リードオンリーメ
モリ（ＲＯＭ）チップ、並びに／又は、ハードディスク装置及びハードディスク等の装置
によって実行することができる。メモリユニット２７０は、さらに、出力データを記憶す
るよう配置することができる。出力データは、例えば、計算された第１のブルズアイ表示
データを含み得る。メモリユニット２７０は、メモリバス２７５を介してシステム２００
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のユニットからのデータを受ける、及び／又は、システム２００のユニットにデータを届
けるよう配置することもでき、システム２００のユニットは、スライスセクターユニット
２１２をさらに含むスライスユニット２１０、半径ユニット２１５、セクター値ユニット
２２２をさらに含む値ユニット２２０、近似ユニット２３０、スライス決定ユニット２４
０、制御ユニット２６０、及び、ユーザーインターフェース２６５を含む。メモリユニッ
ト２７０は、さらに、出力コネクタ２９１及び２９２のいずれかを介して、外部装置に対
して出力データを利用可能にするよう配置される。システム２００のユニットからのデー
タをメモリユニット２７０に記憶することによって、システム２００のユニットの性能、
並びに、システム２００のユニットから外部装置まで出力データを伝達する速度が有利に
改善される。
【００４４】
　あるいは、システム２００は、メモリユニット２７０及びメモリバス２７５を含まない
場合がある。システム２００によって使用される入力データは、システム２００のユニッ
トに接続された外部メモリ又はプロセッサ等の少なくとも１つの外部装置によって供給す
ることができる。同様に、システム２００によって生成された出力データは、システム２
００のユニットに接続された外部メモリ又はプロセッサ等の少なくとも１つの外部装置に
供給することができる。システム２００のユニットは、内部接続を介して、又は、データ
バスを介して、互いからデータを受けるよう配置することができる。
【００４５】
　システム２００の一実施形態において、システム２００は、システム２００における作
業の流れを制御する制御ユニット２６０を含む。制御ユニットは、システム２００のユニ
ットから制御データを受けるよう、及び、システム２００のユニットに制御データを提供
するよう配置することができる。例えば、データスライスを同心円に関連づけた後、スラ
イスユニット２１０は、「データスライスが同心円に関連づけられた」という制御データ
を制御ユニット２６０に提供するよう配置することができ、制御ユニット２６０は、「同
心円の半径を計算する」という制御データを半径ユニット２１５に、且つ、「同心円にお
いて表示するための値を計算する」という制御データを値ユニット２２０に提供するよう
配置することができる。あるいは、システム２００の別のユニットにおいて制御機能を実
行することができる。
【００４６】
　システム２００の一実施形態において、システム２００は、システム２００の使用者と
通信するユーザーインターフェース２６５を含む。ユーザーインターフェースは、ブルズ
アイ表示を表示するよう配置することができる。さらに、ユーザーインターフェース２６
５は、リングセクターを定めるため、及び／又は、ブルズアイ表示における位置を指示す
るためにユーザー入力を受けるよう配置することができる。システム２００のユーザーイ
ンターフェース２６５においてさらなる機能を有利に実行することができると当業者は理
解するはずである。
【００４７】
　本発明の実施形態は、対象がヒトの心臓の左心室である心臓のブルズアイ表示を参考に
して記載される。しかし、記載された適用は、特許請求の範囲を限定するとして解釈され
るべきではなく、他の適用も考えられると当業者は理解するはずである。
【００４８】
　システム２００の一実施形態において、値ユニット２２０によって計算された値は、色
コーディングを使用して視覚化される。ブルズアイ表示の同心円の中心は、左心室の長軸
に相当する。ブルズアイ表示の各円の外半径の長さは、左心室の頂点から、スライスユニ
ット２１０によって同心円に関連づけられたデータスライスの上平面までの距離に比例す
る。
【００４９】
　システム２００の一実施形態において、ブルズアイ表示は高解像度にてコンピュータ処
理され、円の境界線を示さないという意味で滑らかに見える。これは、いくつかの方法で
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達成することができる。例えば、ブルズアイ表示の円は薄く、ブルズアイ表示の平面上で
密集して分布させることができる。これは、画像データのセットが多数の実質的に隣接し
たデータスライスを含む場合に可能である。各円は、密集して分布される小さいセクター
にさらに分けることができる。円の幅及びセクターのサイズは、ヒトの目がセクター間の
境界線を見ないようにある。例えば、セクターのサイズは、表示ピクセルのサイズよりも
小さくありえ、従って、画像の粒状度は、表示解像度によって決定される。あるいは、又
は、さらに、ブルズアイ表示の円又はリングセクターにおいて計算された値に基づき近似
値を計算するために、近似ユニット２３０を利用することができる。近似方法に応じて、
ブルズアイ表示は、（例えば、円及び／又はセクターの数が少ない場合に、円又はセクタ
ーはほとんどブルズアイ表示を覆わず、段階関数補間が利用される等の）低解像度の表示
として、又は、（例えば、第三多項式補間が利用される場合等の）高解像度の滑らかな表
示として表れ得る。
【００５０】
　図３は、欠けているブルズアイ表示値の補間を使用して、機能（左側、第１のブルズア
イ表示）、灌流（真ん中、第２のブルズアイ表示）、及び、生存能（右側、第３のブルズ
アイ表示）の走査に基づき得られた、本発明による例示的なブルズアイ表示を示している
。ブルズアイ表示において欠けているピクセル値が補間されるため、表示は滑らかである
ように見える。ブルズアイ表示における各位置は、心筋での垂直の位置に関する。その結
果、異なる走査からの発見を関連させることが容易になる。例えば、これらのブルズアイ
表示から、灌流の不足３１が壁の動きの異常３２及び傷跡３３に関することが直ちに明白
である。走査によってその走査範囲も異なると指摘するに値する。従って、（ゼロ強度の
黒い領域として可視であり、画像データの欠乏に相当する）ブルズアイ表示におけるブラ
ンク領域は、各プロットにおいて異なる。
【００５１】
　多数の種々のシステム２００の実施形態が可能であると当業者は理解するはずである。
これらの実施形態は、例えば、ブルズアイ表示のパラメータ化に関して互いに異なり得る
。ブルズアイ表示の半径は、頂点からデータスライスまでの距離、又は、弁の平面からデ
ータスライスまでの距離によってパラメータ化することができる。
【００５２】
　システム２００の一実施形態において、ブルズアイ表示の各円の半径の長さは、頂点と
弁の平面との距離に対する、頂点から円に関連づけられたデータスライスまでの距離の比
に基づき計算される。あるいは、心臓及び／又は周囲の解剖学的形態の他の２つの目印間
の距離を使用して、前記比を計算することができる。
【００５３】
　システム２００の一実施形態において、半径ユニットは、画像データにおいて少なくと
も１つの目印の位置を見つけるよう配置される。当業者は、例えば、そのような目印の位
置を見つけるのに適した区分方法等の種々の方法を知っているであろう。
【００５４】
　システム２００の一実施形態において、ブルズアイ表示の各円の半径の長さは、第１の
複数のデータスライスのうちいくつかのデータスライスの厚さに基づき、半径ユニット２
１５によって計算される。例えば、円の内半径の長さは、複数のデータスライスのうちい
くつかのデータスライスの厚さの合計に比例することができ、前記スライスが連続してい
ない場合、スライス間のギャップの幅のデータスライス及びスライス間のギャップが、円
に関連づけられたデータスライスと参照データスライスとの間に位置する。円の外半径の
長さは、円に関連づけられたデータスライスの厚さ及び円の内半径の合計に等しくあり得
る。参照データスライスは、例えば頂点等の参照目印を含むような画像データの区分に基
づき決定することができる。
【００５５】
　各画像データセットが取得される間、画像取得装置に対して患者の位置が同じであるよ
うに、複数のデータスライスをそれぞれ含む２つ以上の画像データセットが１つの検査に
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おいて取得される場合、ブルズアイ表示の円の半径は、検査室参照システム（ｌａｂｏｒ
ａｔｏｒｙ　ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）において円に関連づけられたデ
ータスライスの位置に基づき定めることができる。検査室参照システムは、画像取得装置
に対して定められた参照システムである。検査室システムのｚ軸は、一般的に、データス
ライスに垂直であり、心筋の左心室の長軸に実質的に一致する。各ブルズアイ表示の各円
の半径は、検査室システムのｚ軸に対するデータスライスの位置に基づき計算される。こ
の実施形態では、目印の位置を決定する必要はない。
【００５６】
　さらに、実施形態によって、異なる種類の補間、すなわち、一次、二次、三次補間等を
含み得る。あるいは、データスライス間でのギャップに一致する円のギャップは、ブルズ
アイ表示においてブランクのまま残ることができる。円の幅は、複数のデータスライスを
含んだ画像の積み重ねにおけるデータスライスの厚さに関連づけることができ、円のギャ
ップの幅は、前記円のギャップに関連づけられたデータスライスの画像の積み重ねにおけ
るギャップの幅を表すことができる。
【００５７】
　一実施形態において、システム２００は、第１の指示器を使用して、第１のブルズアイ
表示における第１の位置を指示し、第２の指示器を使用して、第２のブルズアイ表示にお
ける第２の位置を指示するユーザー入力を受けるためのユーザーインターフェース２６５
内で実行される指示入力ユニット、並びに、第１の指示器を使用して、第１のブルズアイ
表示における第１の位置を指示し、第２の指示器を使用して、第２のブルズアイ表示にお
ける第２の位置を指示するためのユーザーインターフェース２６５内で実行される指示ユ
ニットをさらに含み、第１及び第２の位置は、それぞれ第１及び第２のブルズアイ表示に
対して実質的に同じである。従って、第１及び第２の位置は、第１及び第２の画像データ
において実質的に同じ位置に相当する。これは、ブルズアイ表示の再パラメータ化（ｒｅ
ｐａｒａｍｅｔｒｉｚａｔｉｏｎ）のために可能である。
【００５８】
　図４は、指示された位置をそれぞれ示す例示的なブルズアイ表示、及び、指示された位
置を含む円に関連づけられたデータスライスからコンピュータ処理された例示的な画像を
示している。各位置は十字記号によって指示されている。ブルズアイ表示のうちの１つに
おける十字記号の位置は、使用者によって制御されるマウスによって制御されるポインタ
ーによって決定される。他の２つの位置は、３つの位置全てがそれぞれのブルズアイ表示
に対して同じであるように、前記１つの位置に基づきコンピュータ処理される。図４は、
本発明による心臓ＭＲデータに基づく、例示的な相互作用する総合的な目視を例証してい
る。マウスポインター（十字記号）を使用して、生存能画像から得たブルズアイ表示にお
ける走査を指示する。リンクされたポインターは、他のブルズアイ表示において同じ位置
を指示している。ブルズアイ表示が再パラメータ化されない場合でさえも、原則として、
リンクされたポインターを使用して、臓器における複数の画像データセットの複数の分析
結果を視覚化する複数のブルズアイ表示において一致する位置を指示することができると
当業者は理解するはずである。この場合、各リンクされたポインターは、各ブルズアイ表
示の異なる位置を指摘することができる。
【００５９】
　さらに、システム２００は、図４に示されているように、ポインターによって指示され
た位置を含むブルズアイ表示の円に関連づけられたデータスライスからコンピュータ処理
された画像を表示するようさらに適応させることができる。データスライスからコンピュ
ータ処理された各画像は、示されたスライスに関連付けられた円における位置に相当する
位置を指示するポインターをさらに含むことができる。ブルズアイ表示における位置と、
前記位置を含む円に関連づけられたデータスライスにおける位置との１対１の対応は、ブ
ルズアイ表示におけるポインターの位置、又は、データスライスにおけるポインターの位
置に入力が基づくことを可能にすると当業者は正しく理解するはずである。使用者は、デ
ータスライスの積み重ねを検査し、スライスを選択して、関心のあるデータスライスにお
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ける位置を指示することができる。システム（２００）は、ブルズアイ表示における対応
する位置をコンピュータ処理するよう適用させることができる。さらに、又は、あるいは
、選択されたスライスに関連付けられた円を、ブルズアイ表示において示すことができる
。
【００６０】
　図５は、指示された円をそれぞれ示した例示的なブルズアイ表示、及び、指示された円
に関連付けられたデータスライスからコンピュータ処理された例示的な画像を示している
。図５は、心臓ＭＲデータに基づく例示的な相互作用する総合的な目視を例証している。
マウスポインター（十字記号）が、灌流画像において灌流の不足を指示するために使用さ
れている。各ブルズアイ表示において、丸は、灌流不足の位置に相当する、データスライ
スに関連づけられた円を指示している。
【００６１】
　上記のシステム２００の実施形態は、総合心臓検査からの結果を相互作用的に同時に視
覚化する新たな方法を実行する。開示された使用者の相互作用は、ブルズアイ表示におけ
るマウスポインターの位置を使用し、測定に関連するスライスを表示することによって、
取得した画像を介して「結果により動く」ブラウジングを可能にする。この相互作用は、
多くのブルズアイ表示を使用して、多くの取得物から関心のあるスライスを選択すること
ができるように、リンクされた様式で利用することができる。このように、同時に機能、
灌流、及び、生存能からの取得した画像及びブルズアイ表示を表示する相互作用的な目視
の適用を構築することが可能である。図４及び５に示されているように、ブルズアイ表示
における灌流の不足を指摘することによって、その他のブルズアイ表示における定量結果
が強調され、３つの走査全てにおいて指摘された位置に相当するスライスが選択される。
さらに、目視の適用は、図５に示されているように、円によってブルズアイ表示における
選択されたスライスを指示することができる。
【００６２】
　提案された使用者の相互作用は、心臓の定量分析結果に基づき、心臓内の病気の位置か
らの画像を迅速に選択する強力な機構を提供する。さらに、機能、灌流、及び、生存能か
らのブルズアイ表示と画像の同時の表示は、心臓病専門医が非常に直接的且つ簡略なアプ
ローチで診断するのを可能にする。さらに、システム２００を使用して、たびたび合計で
２０００枚を超える画像から、最終的なレポートに含まれることになる鍵となる画像を選
択することが容易である。
【００６３】
　一実施形態において、システム２００は、例えば心臓病専門医等の使用者が、検査され
る画像データにおいて相互作用的に心筋の輪郭を描くことを可能にするよう適応される。
描かれた輪郭及び取得した画像を表示することによって、心臓病専門医は、特に興味深い
測定値を有した位置に対して、描写が正確に行われたかどうかを迅速に評価することがで
きる。
【００６４】
　有利に、システム２００は、レポートシステム６００に含まれ得る。従って、システム
２００は、ブルズアイ表示を検査する医師によるアノテーションと共にレポートユニット
６１０によって作成される医療用レポートに含まれ得る。一実施形態において、レポート
システム６００は、システム２００により必要とされるデータを得るためのレポートシス
テム第１入力コネクタ６０１、及び、ユーザーアノテーション、患者名及び年齢、他のテ
スト及び検査の結果、レポートを準備した医師によるコメント等の他のデータを得るため
のレポートシステム第２入力コネクタ６０２を含む。レポートユニット６１０は、システ
ム２００からブルズアイ表示を受けるよう配置される。レポートは、レポートシステム出
力コネクタ６０３を介して出力される。
【００６５】
　システム２００の他の実施形態も可能であると当業者はさらに理解するはずである。特
に、システムのユニットを再評価する、及び、その機能を再分配することが可能である。
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記載した実施形態は医療用画像に適用されるけれども、医療用とは関係のない当該システ
ムの他の適用も可能である。
【００６６】
　システム２００のユニットは、プロセッサを使用して実行することができる。通常、そ
の機能は、ソフトウェアプログラムの制御下で果たされる。遂行中、ソフトウェアプログ
ラムは、通常、ＲＡＭのようなメモリにロードされ、そこから遂行される。プログラムは
、ＲＯＭ、ハードディスク、又は、磁気及び／若しくは光学記憶装置等のバックグラウン
ドメモリからロードすることができるか、又は、インターネットのようなネットワークを
介してロードすることができる。任意選択で、特定用途向け集積回路が、記載された機能
性を提供することができる。
【００６７】
　図７は、第１のブルズアイ表示において、第１の複数のデータスライスを含む第１の画
像データに表される対象の第１の定量分析の結果を視覚化する方法７００の例示的な実行
の流れ図を示している。方法７００は、第１の複数のデータスライスのうち１つのデータ
スライスを第１のブルズアイ表示の同心円を関連付けるためのスライス段階７１０で始ま
る。任意選択で、スライス段階は、データスライスのデータセクターを同心円のリングセ
クターに関連付けるための複数のスライスセクター段階７１２をさらに含むことができる
。スライス段階７１０の後、方法７００は、第１のブルズアイ表示の同心円の半径の長さ
を計算するための半径段階７１５に続く。半径段階７１５の後、方法７００は、第１のブ
ルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスに基づき、第１のブルズアイ表示
の同心円において表示するための少なくとも１つの値を計算するための値段階７２０に続
く。任意選択で、値段階２２０は、同心円のリングセクターに関連づけられたデータセク
ターに基づき、同心円のリングセクターにおいて表示するための少なくとも１つの値を計
算するための複数のセクター値段階７２２を含むことができ、同心円に対するリングセク
ターの位置は、対象に対する、リングセクターに関連づけられるデータセクターの位置に
基づき定められる。任意選択で、値段階７２０の後、方法７００は、第１の複数のデータ
スライスのうち、リングギャップに隣接する同心円に関連づけられたいくつかのデータス
ライスに基づき、第１ブルズアイ表示の同心円のギャップにおいて表示するための少なく
とも１つの値を計算するための近似段階７３０に続く。値段階７２０の後、又は、近似段
階７３０の後、方法７００は終結する。本発明による方法７００において、第１のブルズ
アイ表示の同心円の半径の長さは、対象に対する、第１の複数のデータスライスのうち、
第１のブルズアイ表示の同心円に関連づけられたデータスライスの位置に基づき定められ
る。
【００６８】
　当業者は、スレッドモデル、マルチプロセッサシステム、又は、多数のプロセッサを使
用して、本発明により意図される概念から逸脱することなく、一部の段階の順を変えるか
、又は、一部の段階を同時に行うことができる。例えば、半径段階２１５及び値段階２２
０は、同時に計算することができる。任意選択で、本発明の方法の２つ以上の段階を、１
つの段階に組み合わせることができる。任意選択で、本発明の方法の段階は、複数の段階
に分割することができる。
【００６９】
　図８は、システム２００を利用する画像取得装置８００の例示的な実施形態を概略的に
示しており、当該画像取得装置８００は、内部接続を介してシステム２００に接続された
ＣＴ画像取得ユニット８１０、入力コネクタ８０１、及び、出力コネクタ８０２を含む。
この配置は、画像取得装置８００の能力を有利に高め、当該画像取得装置８００にシステ
ム２００の有利な能力を与えている。
【００７０】
　図９は、ワークステーション９００の例示的な実施形態を概略的に示している。当該ワ
ークステーションは、システムバス９０１を含む。プロセッサ９１０、メモリ９２０、デ
ィスク入力／出力（Ｉ／Ｏ）アダプター９３０、及び、ユーザーインターフェース（ＵＩ
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）９４０が、システムバス９０１に作動的に接続されている。ディスク記憶装置９３１が
、ディスクＩ／Ｏアダプター９３０に作動的に結合されている。キーボード９４１、マウ
ス９４２、及び、ディスプレイ９４３が、ＵＩ９４０に作動的に結合されている。コンピ
ュータプログラムとして実行される本発明のシステム２００は、ディスク記憶装置９３１
に記憶される。ワークステーション９００は、プログラムをロードし、メモリ９２０にデ
ータを入力し、さらに、プロセッサ９１０上でプログラムを実行するよう配置される。使
用者は、キーボード９４１及び／又はマウス９４２を使用して、ワークステーション９０
０に情報を入力することができる。ワークステーションは、ディスプレイ装置９４３及び
／又はディスク９３１に情報を出力よう配置される。当技術分野において知られたワーク
ステーション９００の数多くの他の実施形態があること、及び、本発明の実施形態は、本
発明を例証するという目的にかない、この特定の実施形態に本発明を限定するとして解釈
してはならないことを当業者は理解するはずである。
【００７１】
　上記の実施形態は、本発明を限定するのではなく、本発明を例証していること、及び、
当業者は、付随の特許請求の範囲から逸脱することなく別の実施形態を設計することが可
能であることに留意されたい。特許請求の範囲において、括弧内に記載されたいかなる参
照番号も、特許請求の範囲を限定するとして解釈されるべきではない。「含む」という用
語は、特許請求の範囲又は明細書に列挙されていない要素又は段階の存在を除外しない。
要素の前の不定冠詞は、複数のそのような要素の存在を除外しない。本発明は、いくつか
異なる要素を含むハードウェアによって、及び、プログラムされたコンピュータによって
実行することができる。いくつかのユニットを列挙するシステムの請求項において、これ
らのユニットのうちいくつかを、ハードウェア又はソフトウェアの１つの及び同じ項目に
よって具体化することができる。第１、第２、第３等といった用語の使用は、いかなる順
序も指示していない。これらの用語は、名称として解釈される。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３】
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